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鳥取大学医学部附属病院を受診している患者さんへ 

研究に対するご協力のお願い 

 

 

当院では、医学・医療の発展のために様々な研究を行っています。この研究は、愛媛大

学医学部附属病院の臨床研究倫理審査委員会での審査・承認後、当院で医学部長の許可を

受けて実施しております。 

今回の研究では、患者さんのカルテを使用します。 

研究の内容を詳しく知りたい方や、カルテの情報を利用してほしくない方は、以下のお問

い合わせ先までご連絡下さい。ただし、研究結果が出た後など研究の対象から削除できない

場合もありますのでご了承ください。 

※試料・情報の利用を拒否された場合でも、あなたが不利益を受けることはありません。 

 

研究課題名 
経口内視鏡的筋層切開術（POEM）における細径処置内視鏡（EG-840TP） の有効

性を評価するための多機関前向き観察研究 

研究機関名 鳥取大学 

試料・情報の 

提供を行う 

研究機関の長 

鳥取大学医学部長 永島 英樹 

（試料・情報の提供元の管理責任者） 

研究責任者 

（個人情報管理

者） 

（診療科名） （職名） （氏名） 

消化器内科  助教  菓 裕貴 

研究期間 研究機関の長の許可日 ～ 2027年 12月 31日 

対象 

2023 年 1 月から 2023 年 12 月に当院を受診された方のうち食道アカラシアおよび

その類縁疾患に対して通常径処置内視鏡を使用した経口内視鏡的筋層切開術

（POEM）の治療を受けた患者さん 

利用する試料・

情報等 

（利用するカルテ情報）性別、年齢、発症時期、合併症、既往歴、身体所見、血液検

査データ、画像検査データ、治療状況 等 

研究の概要 

食道アカラシアに対する経口内視鏡的筋層切開術（POEM）は、低侵襲かつ有効性

の高さから、国内だけでなく世界的にも普及しており、当院でも治療の第一選択と

しています。POEMは食道の粘膜の下に空間を形成し、筋肉を切開するという治療

であり、狭い空間で内視鏡治療を行う高い技術が必要となります。近年、従来使用し

ていたものよりも細径の治療用内視鏡が開発され、POEMでの有用性が期待されま

す。その細径治療用内視鏡をもちいて POEMを行い、どの点が従来に比して優れて

いるか解明することを目的に研究を行います。 

治療の内容は従来行われている手法で行われ、患者さんの負担が増えることはあり
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ません。病気の経過や症状、治療状況、治療後の経過を収集し、安全性の高い医学研

究用インターネット・クラウドサービス（UMIN-INDICE cloud）に登録し、結果を

解析します。その際、従来使用されている通常径内視鏡を用いた POEMとの比較を

行うため、治療を受けた患者さんのデータを使用します。 

個人情報の取扱

い 

収集した試料・情報は名前、住所など患者さんを直接特定できる情報を削除いたし

ます。患者さんを特定するための情報（対応表）は、院内で個人情報管理者が厳重に

保管いたします。そのため個人を特定できるような情報が外に漏れることはありま

せん。 

また、保管される試料・情報を新たな研究に利用する場合は、新たな研究として倫理

審査委員会に申請し、承認されてから利用いたします。なお、研究結果は学術雑誌や

学会等で発表される予定ですが、発表内容に個人を特定できる情報は一切含まれま

せん。 

利益相反につい

て 

研究実施計画は鳥取大学臨床研究利益相反審査委員会で審査と承認を受けていま

す。 

お問い合わせ先 

鳥取大学医学部附属病院 消化器内科 菓 裕貴 

〒683-8504 鳥取県米子市西町 36-1 消化器内科外来 

Tel: 0859-38-6522 

 

【共同研究について】 

 この研究は、他の病院や研究施設と共同で行っています。 

対象となる患者さんのデータ/試料は、名前や住所など患者さんを直接特定できる情報を

除いた上で、インターネット医学研究支援システムクラウド版（UMIN-INDICE cloud）に

登録されます。多くの情報を解析することで、医学・医療の発展に役立つ成果が得られるこ

とが期待されます。 

またこの研究は富士フイルム株式会社と協力して行っており、一部の病院では富士フイル

ム株式会社から、研究に必要な内視鏡の貸出を受けています。富士フイルム株式会社はこの

研究の内容・実施に関わりませんが、研究終了後に結果を富士フイルム株式会社に報告する

予定としています。 

 

【研究組織】 

研究代表者 愛媛大学大学院 消化器・内分泌・代謝内科学 教授 日浅陽一 

共同研究機関 自治医科大学付属病院 消化器内科 福田久 

昭和医科大学江東豊洲病院 消化器センター 西川洋平 

慶應義塾大学病院 内視鏡センター 加藤元彦 

信州大学医学部附属病院 消化器内科 岩谷勇吾 

愛知医科大学病院 消化管内科 井澤晋也 

大阪公立大学医学部附属病院 消化器内科 大南雅揮 

鳥取大学医学部附属病院 消化器内科 菓裕貴 

愛媛大学医学部附属病院 消化器内科 日浅陽一 

 


